
(57)【要約】

【課題】純度が高い有機材料からなる有機層を基板に形

成する有機ＥＬパネルの製造方法、及びその有機ＥＬパ

ネルの製造方法で用いられる有機層製膜装置を提供する

。

【解決手段】有機層製膜装置は、透光性基板１４を保持

する保持部１８と、有機化合物３を昇華させる昇華部７

とを有し、昇華部７によって昇華された有機化合物３を

透光性基板１４に付着させ、有機層を形成する。昇華部

７は、有機化合物３を気化させる過熱手段６と、気化し

た有機化合物３の不純物を捕集する捕集手段１２と、を

有する。透光性基板１４を所定温度以上に保温する保温

手段１５ａと、透光性基板１４から再脱離した不純物３

ｃを捕集するための冷却手段２０と、を設ける。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
陽 極 と 少 な く と も １ 層 の 有 機 層 と 陰 極 と を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 基 板 に 形 成 す る 有 機 Ｅ Ｌ
パ ネ ル の 製 造 方 法 で あ っ て 、
前 記 有 機 層 の 材 料 で あ る 有 機 化 合 物 を 昇 華 精 製 し た 後 に 、 前 記 有 機 化 合 物 を 前 記 基 板 に 付
着 さ せ て 前 記 有 機 層 を 形 成 す る 有 機 層 製 膜 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
基 板 を 保 持 す る 保 持 部 と 、 有 機 化 合 物 を 昇 華 さ せ る 昇 華 部 と 、 を 有 し 、 前 記 昇 華 部 に よ っ
て 昇 華 さ れ た 前 記 有 機 化 合 物 を 前 記 基 板 に 付 着 さ せ 、 有 機 層 を 形 成 す る 有 機 層 製 膜 装 置 で
あ っ て 、
前 記 昇 華 部 は 、 前 記 有 機 化 合 物 を 気 化 さ せ る 過 熱 手 段 と 、 気 化 し た 前 記 有 機 化 合 物 の 不 純
物 を 捕 集 す る 捕 集 手 段 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 層 製 膜 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 基 板 を 所 定 温 度 以 上 に 保 温 す る 保 温 手 段 と 、 前 記 基 板 に 付 着 し た 後 に 再 脱 離 し た 前 記
有 機 化 合 物 の 不 純 物 を 捕 集 す る た め の 冷 却 手 段 と 、 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に
記 載 の 有 機 層 製 膜 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 少 な く と も 一 方 が 透 光 性 の 一 対 の 電 極 に よ り 挟 持 さ れ 所 定 の 発 光 を な す 有 機 エ
レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 （ 以 下 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と い う ） を 備 え た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 得
る た め の 製 造 方 法 、 及 び そ の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 で 用 い ら れ る 有 機 層 製 膜 装 置 に 関
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
自 発 光 素 子 で あ る た め バ ッ ク ラ イ ト 照 明 が 不 要 で あ る こ と 、 視 野 角 が 広 く 、 大 型 の 表 示 パ
ネ ル に 適 す る こ と 等 か ら 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 用 い た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル が 注 目 さ れ て お り 、 例 え ば
特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ６ ７ ０ ６ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 ガ ラ ス 材 料 か ら な る 基 板 で あ る 透 光 性 基 板 の 所 定 箇 所 に 、
所 定 パ タ ー ン の 透 明 電 極 を 形 成 し 、 前 記 透 明 電 極 上 に 正 孔 注 入 層 ， 正 孔 輸 送 層 ， 発 光 層 ，
電 子 輸 送 層 ， 電 子 注 入 層 の 各 有 機 層 を 順 次 積 層 し 、 こ れ ら の 有 機 層 上 に 背 面 電 極 を 積 層 形
成 し て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 得 て 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 封 止 基 板 に よ っ て 気 密 的 に 覆 う こ と で 得
ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
か か る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 は 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 構 成 す る 各 部 （ 正 孔 注 入 層 ， 正
孔 輸 送 層 ， 発 光 層 ， 電 子 輸 送 層 ， 電 子 注 入 層 ， 背 面 電 極 ） に 対 応 す る 複 数 の 蒸 着 室 を 有 す
る 蒸 着 装 置 に 前 記 透 光 性 基 板 に 投 入 し 、 前 記 蒸 着 装 置 に 備 え ら れ る 各 蒸 着 室 を 制 御 す る コ
ン ト ロ ー ル 装 置 に よ っ て 設 定 さ れ る 蒸 着 温 度 及 び 前 記 各 層 の 膜 厚 等 の 生 産 条 件 に 基 づ い て
、 前 記 透 光 性 基 板 上 に 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 形 成 す る と と も に 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 形 成 さ
れ る 前 記 透 光 性 基 板 を 封 止 装 置 内 に 投 入 し 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 覆 う よ う に 前 記 透 光 性 基
板 と 前 記 封 止 基 板 と を 接 合 す る こ と で 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 得 る こ と が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 長 時 間 の 発 光 に 伴 っ て 発 光 輝 度 が 減 衰 す る た め に 、 寿
命 が 短 い と い う 問 題 を 有 し て い た 。 こ の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 寿 命 が 短 い と い う 問 題 の 原 因 の
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一 つ は 、 有 機 層 の 材 料 で あ る 有 機 材 料 に 不 純 物 が 含 ま れ て い る た め で あ る と 考 え ら れ て い
る （ 例 え ば 特 開 平 １ １ － １ ７ １ ８ ０ １ 号 公 報 参 照 ） 。
本 発 明 は 、 純 度 が 高 い 有 機 材 料 か ら な る 有 機 層 を 基 板 に 形 成 す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方
法 、 及 び そ の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 で 用 い ら れ る 有 機 層 製 膜 装 置 を 提 供 す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 し た よ う に 、 陽 極 と 少 な く と も １ 層
の 有 機 層 と 陰 極 と を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 基 板 に 形 成 す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 で あ
っ て 、 前 記 有 機 層 の 材 料 で あ る 有 機 化 合 物 を 昇 華 精 製 し た 後 に 、 前 記 有 機 化 合 物 を 前 記 基
板 に 付 着 さ せ て 前 記 有 機 層 を 形 成 す る 有 機 層 製 膜 工 程 を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た よ う に 、 基 板 を 保 持 す る 保 持 部 と 、 有 機 化 合 物 を 昇
華 さ せ る 昇 華 部 と 、 を 有 し 、 前 記 昇 華 部 に よ っ て 昇 華 さ れ た 前 記 有 機 化 合 物 を 前 記 基 板 に
付 着 さ せ 、 有 機 層 を 形 成 す る 有 機 層 製 膜 装 置 で あ っ て 、 前 記 昇 華 部 は 、 前 記 有 機 化 合 物 を
気 化 さ せ る 過 熱 手 段 と 、 気 化 し た 前 記 有 機 化 合 物 の 不 純 物 を 捕 集 す る 捕 集 手 段 と 、 を 有 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 基 板 を 所 定 温 度 以 上 に 保 温 す る 保 温 手
段 と 、 前 記 基 板 に 付 着 し た 後 に 再 脱 離 し た 前 記 有 機 化 合 物 の 不 純 物 を 捕 集 す る た め の 冷 却
手 段 と 、 を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。 図 １ 及 び 図 ２ は 、 本 発 明 の 有 機
Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 装 置 の 一 例 を 示 す も の で あ る 。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 装 置 は 、 蒸 着 装 置
Ａ と 、 封 止 装 置 Ｂ と 、 コ ン ト ロ ー ル 装 置 Ｃ と 、 ラ イ ン 端 末 Ｄ と 、 透 光 性 基 板 （ 基 板 ） 投 入
装 置 Ｅ と 、 接 着 剤 塗 布 装 置 Ｆ と 、 封 止 基 板 投 入 装 置 Ｇ と 、 取 り 出 し 装 置 Ｈ と か ら 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
蒸 着 装 置 Ａ は 、 第 １ ， 第 ２ の ブ ロ ッ ク ａ ， ｂ を 有 し て お り 、 各 ブ ロ ッ ク ａ ， ｂ 内 は 真 空 状
態 が 確 保 さ れ て い る 。 第 １ の ブ ロ ッ ク ａ は 、 プ ラ ズ マ 処 理 工 程 で あ る 前 処 理 室 ａ １ と 、 正
孔 注 入 層 形 成 工 程 で あ る 第 １ 蒸 着 室 ａ ２ と 、 正 孔 輸 送 層 形 成 工 程 で あ る 第 ２ 蒸 着 室 ａ ３ と
、 第 １ 発 光 層 形 成 工 程 で あ る 第 ３ 蒸 着 室 ａ ４ と 、 第 ２ 発 光 層 形 成 工 程 で あ る 第 ４ 蒸 着 室 ａ
５ と 、 第 １ ブ ロ ッ ク ａ の 各 蒸 着 室 ａ ２ ， ａ ３ ， ａ ４ ， ａ ５ に お け る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 表 示
形 態 に 応 じ た 蒸 着 マ ス ク を 保 管 す る 第 １ 蒸 着 マ ス ク 保 管 室 ａ ６ と 、 透 光 性 基 板 投 入 装 置 Ｅ
に 接 続 さ れ 、 基 板 で あ る 透 光 性 基 板 を 蒸 着 装 置 Ａ 内 に 投 入 す る た め の 投 入 室 ａ ７ と を 有 し
て い る 。 前 述 し た 各 部 屋 間 の 透 光 性 基 板 の 搬 送 は 、 サ ー ボ モ ー タ 等 の 駆 動 手 段 に よ っ て 回
転 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 各 部 屋 の 奥 行 き 方 向 及 び 高 さ 方 向 に 移 動 可 能 な 搬 送 ロ ボ ッ ト ａ ８
が 用 い ら れ て い る 。 ま た 各 蒸 着 室 ａ ２ ， ａ ３ ， ａ ４ ， ａ ５ 、 前 処 理 室 ａ １ 及 び 第 １ 蒸 着 マ
ス ク 保 管 室 ａ ６ に は 、 メ ン テ ナ ン ス を 行 う た め の 開 閉 扉 ａ ９ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
蒸 着 装 置 Ａ の 第 ２ の ブ ロ ッ ク ｂ は 、 第 ３ 発 光 層 形 成 工 程 で あ る 第 ５ 蒸 着 室 ｂ １ と 、 第 ４ 発
光 層 形 成 工 程 で あ る 第 ６ 蒸 着 室 ｂ ２ と 、 電 子 輸 送 層 形 成 工 程 で あ る 第 ８ 蒸 着 室 ｂ ３ と 、 電
子 注 入 層 形 成 工 程 で あ る 第 ７ 蒸 着 室 ｂ ４ と 、 背 面 電 極 形 成 工 程 で あ る 第 ９ 蒸 着 室 ｂ ５ と 、
第 ２ の ブ ロ ッ ク ｂ の 各 蒸 着 室 ｂ １ ， ｂ ２ ， ｂ ３ ， ｂ ４ ， ｂ ５ に お け る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 表
示 形 態 に 応 じ た 蒸 着 マ ス ク を 保 管 す る 第 ２ 蒸 着 マ ス ク 保 管 室 ｂ ６ と を 有 し て い る 。 前 述 し
た 各 部 屋 間 の 透 光 性 基 板 の 搬 送 は 、 サ ー ボ モ ー タ 等 の 駆 動 手 段 に よ っ て 回 転 可 能 に 設 け ら
れ 、 前 記 各 部 屋 の 奥 行 き 方 向 及 び 高 さ 方 向 に 移 動 可 能 な 搬 送 ロ ボ ッ ト ｂ ７ が 用 い ら れ て い
る 。 ま た 各 蒸 着 室 ｂ １ ， ｂ ２ ， ｂ ３ ， ｂ ４ ， ｂ ５ 及 び 第 ２ 蒸 着 マ ス ク 保 管 室 ｂ ６ に は 、 メ
ン テ ナ ン ス を 行 う た め の 開 閉 扉 ｂ ８ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 蒸 着 装 置 Ａ の 第 １ ， 第 ２ の ブ ロ ッ ク ａ ， ｂ 間 に は 、 各 部 ブ ロ ッ ク ａ ， ｂ を 接 続 す る
第 １ 受 渡 室 Ｊ が 設 け ら れ て い る 。 第 １ 受 渡 室 Ｊ は 、 第 １ ブ ロ ッ ク ａ 側 及 び 第 ２ ブ ロ ッ ク ｂ
側 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ る シ ャ ッ タ ー 機 構 と 、 各 シ ャ ッ タ ー 機 構 間 に 設 け ら れ 、 後 述 す る 透
光 性 基 板 を 第 １ の ブ ロ ッ ク ａ 側 か ら 第 ２ の ブ ロ ッ ク ｂ 側 へ と 搬 送 す る ス ラ イ ド 機 構 と が 設
け ら れ 、 各 ブ ロ ッ ク ａ ， ｂ に そ れ ぞ れ 設 け ら れ る 搬 送 ロ ボ ッ ト ａ ８ ， ｂ ７ に よ っ て 前 記 透
光 性 基 板 の 受 け 渡 し が な さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
蒸 着 室 （ ａ ２ ～ ａ ５ ， ｂ １ ～ ｂ ５ ） は 、 排 気 ポ ー ト １ を 介 し て 図 示 し な い 真 空 ポ ン プ で 高
真 空 に 排 気 さ れ た 真 空 室 ２ を 有 し て い る 。 真 空 室 ２ の 下 側 に は 、 有 機 層 の 材 料 で あ る 有 機
化 合 物 ３ を 収 納 す る ル ツ ボ ４ と 、 こ の ル ツ ボ ４ に 捲 回 さ れ た 加 熱 コ イ ル ５ と か ら な る 加 熱
手 段 ６ を 有 す る 昇 華 部 ７ が 配 設 さ れ て い る 。 昇 華 部 ７ は 、 加 熱 コ イ ル ５ に よ る 加 熱 温 度 を
ル ツ ボ ４ に 伝 達 す る た め の 熱 遮 蔽 板 ８ を 有 し て お り 、 こ の 熱 遮 蔽 板 ８ は ル ツ ボ ４ 及 び 加 熱
コ イ ル ５ の 外 側 を 覆 う よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
昇 華 部 ７ に は 、 ル ツ ボ ４ の 温 度 を 検 出 す る た め の 熱 電 対 等 か ら な る 温 度 セ ン サ ９ が 設 け ら
れ て い る 。 温 度 セ ン サ ９ は 、 後 述 す る 生 産 管 理 情 報 に 基 づ い て 各 蒸 着 室 の 蒸 着 温 度 制 御 を
行 う た め の コ ン ト ロ ー ル 装 置 Ｃ へ 蒸 着 温 度 デ ー タ を 出 力 す る も の で 、 コ ン ト ロ ー ル 装 置 Ｃ
は 、 前 記 生 産 管 理 情 報 に 基 づ く 蒸 着 温 度 に な る よ う に 加 熱 コ イ ル ５ に 対 し て フ ィ ー ド バ ッ
ク 制 御 を 行 い 、 ル ツ ボ ４ の 温 度 を 前 記 生 産 管 理 情 報 に 基 づ く 適 正 温 度 に な る よ う に 制 御 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 昇 華 部 ７ は 、 加 熱 手 段 ６ の 上 部 に 設 け ら れ た 筒 体 １ ０ 及 び ヒ ー タ ー １ １ か ら な る 捕
集 手 段 １ ２ を 有 し て い る 。 筒 体 １ ０ は 、 逆 テ ー パ ー 状 の 開 口 部 を 有 す る 略 円 筒 形 状 と な っ
て お り 、 熱 遮 蔽 板 ８ と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 ヒ ー タ ー １ １ は 、 筒 体 １ ０ の 周 囲 に 捲 回 さ
れ た 誘 導 コ イ ル か ら な る も の で あ り 、 交 流 電 源 に 接 続 さ れ 電 磁 誘 導 加 熱 し て 、 ル ツ ボ ４ よ
り も 低 い 所 定 温 度 で 筒 体 １ ０ を 保 温 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
一 方 、 真 空 室 ２ の 上 側 に は 、 ガ ラ ス 材 料 か ら な り 、 正 孔 注 入 層 ， 正 孔 輸 送 層 ， 発 光 層 ， 電
子 輸 送 層 ， 電 子 注 入 層 及 び 背 面 電 極 を 形 成 す る た め の 透 光 性 基 板 （ 基 板 ） １ ４ を 備 え た 基
板 ホ ル ダ ー １ ５ と 、 透 光 性 基 板 １ ４ に 所 定 の 蒸 着 パ タ ー ン を 形 成 す る た め の 蒸 着 マ ス ク １
６ を 備 え た マ ス ク ホ ル ダ ー １ ７ と を 、 ル ツ ボ ４ が 配 設 さ れ る 昇 華 部 ７ に 対 し 位 置 決 め 保 持
す る た め の 保 持 部 １ ８ と が 備 え ら れ て い る 。 基 板 ホ ル ダ ー １ ５ に は 、 透 光 性 基 板 １ ４ を 保
温 す る た め の 赤 外 線 を 放 射 す る 保 温 手 段 １ ５ ａ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 真 空 室 ２ の 外 側
に は 、 冷 却 水 パ イ プ か ら な る チ ラ ー 部 （ 冷 却 手 段 ） ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 チ ラ ー 部 ２ ０
は 、 真 空 室 ２ の 周 囲 に 密 着 す る よ う に 捲 回 さ れ て お り 、 昇 華 部 ７ よ り も 上 側 で 且 つ 保 持 部
１ ８ よ り も 下 側 の 部 分 を 冷 却 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
封 止 装 置 Ｂ は 、 封 止 基 板 ２ ３ と 透 光 性 基 板 １ ４ と を Ｕ Ｖ 硬 化 型 接 着 剤 を 介 し 接 合 す る た め
、 両 部 材 を 重 ね 合 わ せ た 状 態 で 紫 外 線 を 照 射 さ せ る 封 止 室 Ｂ １ と 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 表 示
形 態 に 応 じ て 紫 外 線 照 射 マ ス ク （ 以 下 、 Ｕ Ｖ 照 射 マ ス ク と い う ） を 保 管 す る Ｕ Ｖ 照 射 マ ス
ク 保 管 室 Ｂ ２ と 、 封 止 基 板 を 封 止 装 置 Ｂ 内 に 投 入 す る た め の 投 入 部 Ｂ ３ と 、 封 止 室 Ｂ １ を
経 て 得 ら れ た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 外 部 に 搬 出 す る 取 出 装 置 Ｈ と 接 続 さ れ る 排 出 部 Ｂ ４ と 、 接
着 剤 塗 布 装 置 Ｆ と 投 入 室 Ｂ ３ と の 間 に 設 け ら れ 、 封 止 基 板 ２ ３ に 吸 着 剤 を 塗 布 す る 吸 着 剤
塗 布 室 Ｂ ５ と を 有 し て お り 、 封 止 装 置 Ｂ 内 は 窒 素 に よ っ て 満 た さ れ て い る 。 吸 着 剤 塗 布 室
Ｂ ５ で は 、 吸 着 剤 が デ ィ ス ペ ン サ 等 の 塗 布 手 段 に よ っ て 、 封 止 基 板 ２ ３ の 凹 部 ２ ３ ａ に 塗
布 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
封 止 装 置 Ｂ の 前 記 各 部 屋 間 の 封 止 基 板 ２ ３ の 搬 送 は 、 サ ー ボ モ ー タ 等 の 駆 動 手 段 に よ っ て
回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 各 部 屋 の 奥 行 き 方 向 及 び 高 さ 方 向 に 移 動 可 能 な 搬 送 ロ ボ ッ ト Ｂ

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-259634 A 2004.9.16



６ が 用 い ら れ る 。 ま た 、 封 止 室 Ｂ １ 及 び Ｕ Ｖ 照 射 マ ス ク 保 管 室 Ｂ ２ に は 、 メ ン テ ナ ン ス 用
の 開 閉 扉 Ｂ ７ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
封 止 室 Ｂ １ は 、 排 気 ポ ー ト ２ ０ を 介 し て 図 示 し な い 真 空 ポ ン プ で 室 内 が 略 真 空 状 態 に な る
よ う に 排 気 さ れ る 。 窒 素 室 ２ ２ の 略 中 央 に は 、 透 光 性 基 板 １ ４ 上 に 形 成 さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 を 気 密 的 に 覆 う た め の ガ ラ ス 材 料 か ら な る 封 止 基 板 ２ ３ を 乗 せ る た め の 載 置 台 ２ ４ を シ
リ ン ダ ー 等 の 駆 動 手 段 に よ っ て 上 方 に 移 動 さ せ る 上 昇 機 構 ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
一 方 、 窒 素 室 ２ ２ の 上 側 に は 、 透 光 性 基 板 １ ４ と 封 止 基 板 ２ ３ と を Ｕ Ｖ 硬 化 型 接 着 剤 を 介
し て 接 合 さ せ る た め 、 紫 外 線 を 照 射 す る た め の 紫 外 線 照 射 装 置 （ 以 下 、 Ｕ Ｖ 照 射 装 置 と い
う ） ２ ６ が 配 設 さ れ て 、 Ｕ Ｖ 照 射 装 置 ２ ６ の 下 方 に は 、 マ ス ク ホ ル ダ ー ２ ７ を 介 し て 配 設
さ れ る Ｕ Ｖ 照 射 マ ス ク ２ ８ と 、 基 板 ホ ル ダ ー １ ５ を 介 し て 配 設 さ れ る 透 光 性 基 板 １ ４ と を
保 持 す る た め の 保 持 機 構 ２ ９ が 設 け ら れ て い る 。 Ｕ Ｖ 照 射 装 置 ２ ６ に は 、 紫 外 線 を 照 射 す
る Ｕ Ｖ ラ ン プ ３ ０ と 、 紫 外 線 を 遮 る こ と が 可 能 な シ ャ ッ タ ー ３ １ と が 備 え ら れ て お り 、 コ
ン ト ロ ー ル 装 置 Ｃ は 、 シ ャ ッ タ ー ３ １ の 開 閉 に よ っ て 、 Ｕ Ｖ ラ ン プ ３ ０ か ら の 紫 外 線 を Ｕ
Ｖ 硬 化 型 接 着 剤 に 照 射 す る 時 間 を 管 理 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
か か る 封 止 室 Ｂ １ は 、 上 昇 機 構 ２ ５ に よ っ て 封 止 基 板 ２ ３ を 上 昇 さ せ 、 透 光 性 基 板 １ ４ に
対 し 所 定 の 圧 力 を 付 与 し た 状 態 で 封 止 基 板 ２ ３ を 当 接 さ せ た 後 、 Ｕ Ｖ 照 射 装 置 ２ ６ か ら の
紫 外 線 を Ｕ Ｖ 照 射 マ ス ク ２ ８ を 介 し て Ｕ Ｖ 硬 化 型 接 着 剤 の 塗 布 位 置 に 照 射 さ せ る こ と で 、
両 部 材 を 気 密 性 良 く 封 止 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
蒸 着 装 置 Ａ の 第 ２ の ブ ロ ッ ク ｂ と 封 止 装 置 Ｂ と の 間 に は 、 両 装 置 Ａ ， Ｂ 間 を 接 続 す る 第 ２
受 渡 室 Ｋ が 設 け ら れ て い る 。 第 ２ 受 渡 室 Ｋ は 、 蒸 着 装 置 Ａ 側 及 び 封 止 装 置 Ｂ 側 に そ れ ぞ れ
設 け ら れ る シ ャ ッ タ ー 機 構 と 、 各 シ ャ ッ タ ー 機 構 間 に 設 け ら れ 、 透 光 性 基 板 １ ４ を 蒸 着 装
置 Ａ か ら 封 止 装 置 Ｂ 側 へ と 搬 送 す る ス ラ イ ド 機 構 と が 設 け ら れ 、 両 装 置 Ａ ， Ｂ に そ れ ぞ れ
設 け ら れ る 搬 送 ロ ボ ッ ト ｂ ７ ， Ｂ ６ に よ っ て 透 光 性 基 板 １ ４ の 受 け 渡 し が な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
コ ン ト ロ ー ル 装 置 Ｃ は 、 蒸 着 装 置 Ａ 及 び 封 止 装 置 Ｂ を 制 御 す る も の で あ る 。 コ ン ト ロ ー ル
装 置 Ｃ は 、 蒸 着 装 置 Ａ の 第 １ の ブ ロ ッ ク ａ の 前 処 理 室 ａ １ の プ ラ ズ マ 処 理 に 伴 う 制 御 、 第
１ の ブ ロ ッ ク ａ の 各 蒸 着 室 ａ ２ ， ａ ３ ， ａ ４ ， ａ ５ 及 び 第 ２ の ブ ロ ッ ク ｂ の 各 蒸 着 室 ｂ １
， ｂ ２ ， ｂ ３ ， ｂ ４ ， ｂ ５ に お け る 蒸 着 温 度 調 整 ， 成 膜 の 膜 厚 調 整 、 生 産 管 理 情 報 に 応 じ
て 決 定 さ れ る 搬 送 ル ー ト に 伴 う 各 搬 送 ロ ボ ッ ト ａ ８ ， ｂ ７ ， Ｂ ６ の 駆 動 制 御 、 封 止 装 置 Ｂ
の 封 止 室 Ｂ １ に お け る 封 止 処 理 等 を 行 わ せ る も の で あ り 、 蒸 着 装 置 Ａ 及 び 封 止 装 置 Ｂ に お
け る 駆 動 系 全 般 の 制 御 を 行 う 制 御 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ラ イ ン 端 末 Ｄ は 、 生 産 数 量 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 形 成 パ タ ー ン に 基 づ く 蒸 着 マ ス ク の 種 類 及 び
Ｕ Ｖ 照 射 マ ス ク の 種 類 、 透 光 性 基 板 １ ４ 及 び 封 止 基 板 ２ ３ の 投 入 枚 数 、 蒸 着 装 置 Ａ の 各 蒸
着 室 ａ ２ ， ａ ３ ， ａ ４ ， ａ ５ ， ｂ １ ， ｂ ２ ， ｂ ３ ， ｂ ４ ， ｂ ５ に お け る 蒸 着 温 度 （ 各 蒸 着
室 の ル ツ ボ の 温 度 ） ， 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 構 成 す る 各 層 の 膜 厚 及 び 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 発 光
層 の 種 類 等 の 蒸 着 に 関 す る 生 産 条 件 等 の 生 産 管 理 情 報 を 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 機 種 毎 に 設 定 す
る と と も に 、 前 記 機 種 毎 に 前 記 生 産 管 理 情 報 を 記 憶 す る も の で 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ
や シ ー ケ ン サ 等 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 前 記 生 産 管 理 情 報 を 設 定 及 び 表 示 す る も の と し
て 、 例 え ば タ ッ チ パ ネ ル が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ラ イ ン 端 末 Ｄ は 、 コ ン ト ロ ー ル 装 置 Ｃ と 透 光 性 基 板 投 入 装 置 Ｅ と 封 止 基 板 投 入 装 置 Ｇ と 接
着 剤 塗 布 装 置 Ｆ と に ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 さ れ 、 コ ン ト ロ ー ル 装 置 Ｃ に は 、 機 種 及 び 前 記 機 種
に 伴 う 各 蒸 着 室 の 生 産 条 件 に 関 す る デ ー タ を 転 送 し 、 透 光 性 基 板 投 入 装 置 Ｅ ， 封 止 基 板 投
入 装 置 Ｇ 及 び 接 着 剤 塗 布 装 置 Ｆ に は 、 機 種 及 び 生 産 数 量 に 関 す る デ ー タ が 転 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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透 光 性 基 板 投 入 装 置 Ｅ は 、 ラ イ ン 端 末 Ｄ か ら 転 送 さ れ る 前 記 生 産 管 理 情 報 に 基 づ い て 、 透
明 電 極 及 び 絶 縁 層 が 形 成 さ れ た 透 光 性 基 板 １ ４ を 蒸 着 装 置 Ａ に 投 入 す る も の で あ り 、 洗 浄
工 程 を 終 え た 透 光 性 基 板 １ ４ を コ ン ベ ア 等 の 搬 送 手 段 を 介 し て 徐 々 に 真 空 雰 囲 気 に す る た
め の 複 数 の ブ ロ ッ ク （ 部 屋 ） を 有 す る と と も に 、 蒸 着 装 置 Ａ の 第 １ ブ ロ ッ ク ａ に お け る 投
入 部 ａ ７ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
透 光 性 基 板 投 入 装 置 Ｅ は 、 投 入 さ れ る 透 光 性 基 板 １ ４ が 機 種 に 伴 う 適 正 な る 透 光 性 基 板 で
あ る か 否 か を 判 定 す る 誤 投 入 判 定 機 能 を 有 し て い る 。 前 記 誤 投 入 判 定 機 能 は 、 例 え ば 所 定
の 判 定 パ タ ー ン が 形 成 さ れ た 透 光 性 基 板 １ ４ を 用 意 し 、 こ の 判 定 パ タ ー ン を Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ
を 用 い て 、 ２ 次 元 判 定 処 理 を 行 う こ と で 、 投 入 さ れ る 透 光 性 基 板 が 適 正 な る 機 種 の 透 光 性
基 板 で あ る か 否 か を 判 定 し 、 誤 投 入 で あ る 場 合 に 透 光 性 基 板 性 入 装 置 Ｅ に よ る 基 板 投 入 動
作 を 停 止 し 、 誤 投 入 な る 警 報 を 発 し て 製 造 ラ イ ン の 作 業 者 に 知 ら せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
封 止 基 板 投 入 装 置 Ｇ は 、 ラ イ ン 端 末 Ｄ か ら 転 送 さ れ る 前 記 生 産 管 理 情 報 に 基 づ い て 、 洗 浄
工 程 後 の 封 止 基 板 ２ ３ を 接 着 剤 塗 布 装 置 Ｆ に 投 入 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
封 止 基 板 投 入 装 置 Ｇ は 、 投 入 さ れ る 封 止 基 板 ２ ３ が 機 種 に 伴 う 適 正 な る 封 止 基 板 ２ ３ で あ
る か 否 か を 判 定 す る 誤 投 入 判 定 機 能 を 有 し て い る 。 前 記 誤 投 入 判 定 機 能 は 、 例 え ば 所 定 の
判 定 パ タ ー ン が 形 成 さ れ た 封 止 基 板 ２ ３ を 用 意 し 、 こ の 判 定 パ タ ー ン を 透 過 型 の ラ イ ン セ
ン サ を 用 い て 、 前 記 判 定 パ タ ー ン の コ ー ド 信 号 を 判 定 す る こ と で 、 投 入 さ れ る 封 止 基 板 ２
３ が 適 正 な る 機 種 の 封 止 基 板 ２ ３ で あ る か 否 か を 判 定 し 、 誤 投 入 で あ る 場 合 に 封 止 基 板 性
入 装 置 Ｇ に よ る 基 板 投 入 動 作 を 停 止 し 、 誤 投 入 な る 警 報 を 発 し て 製 造 ラ イ ン の 作 業 者 に 知
ら せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
接 着 剤 塗 布 装 置 Ｆ は 、 ラ イ ン 端 末 Ｄ か ら 転 送 さ れ る 前 記 生 産 管 理 情 報 に 基 づ い て 、 封 止 基
板 ２ ３ に Ｕ Ｖ 硬 化 型 接 着 剤 を 塗 布 す る 。 接 着 剤 塗 布 装 置 Ｆ は 、 例 え ば Ｘ － Ｙ － Ｚ 方 向 に 移
動 可 能 な ロ ボ ッ ト に デ ィ ス ペ ン サ が 取 り 付 け ら れ て な る も の で あ る 。 接 着 剤 塗 布 装 置 Ｆ は
、 ラ イ ン 端 末 Ｄ か ら 転 送 さ れ る 機 種 デ ー タ に 基 づ い て 、 適 正 な る 塗 布 パ タ ー ン を 選 定 し こ
の 塗 布 タ ー ン に よ っ て 前 記 接 着 剤 を 封 止 基 板 ２ ３ の 透 光 性 基 板 １ ４ と の 接 合 面 に 塗 布 し て
な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
取 出 装 置 Ｈ は 、 封 止 装 置 Ｂ の 排 出 部 Ｂ ４ に 接 続 さ れ 、 コ ン ベ ア 等 の 搬 送 手 段 に よ っ て 封 止
工 程 後 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 取 り 出 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
次 に 、 蒸 着 室 （ ａ ２ ～ ａ ５ ， ｂ １ ～ ｂ ５ ） に お け る 有 機 層 の 形 成 方 法 に つ い て 詳 述 す る 。
有 機 層 の 材 料 で あ る 有 機 化 合 物 ３ は ル ツ ボ ４ に 収 容 さ れ 、 こ の ル ツ ボ ４ は 加 熱 コ イ ル ５ に
よ っ て 加 熱 さ れ て 、 ル ツ ボ ４ 内 の 有 機 化 合 物 ３ が 昇 華 温 度 に 達 す る と 気 化 し て 昇 華 ガ ス と
な る 。 ル ツ ボ ４ に 収 容 さ れ る 有 機 化 合 物 ３ に は 不 純 物 が 含 ま れ て お り 、 昇 華 ガ ス に も 不 純
物 が 含 ま れ る が 、 昇 華 温 度 が 比 較 的 高 い 不 純 物 ３ ａ は 、 捕 集 手 段 １ ２ に お い て 凝 固 温 度 以
下 に な る た め 筒 体 １ ０ の 内 側 １ ０ ａ に 付 着 す る 。 従 っ て 、 昇 華 部 ７ か ら 出 た 有 機 化 合 物 の
昇 華 ガ ス ３ ｂ は 、 昇 華 温 度 が 高 い 不 純 物 ３ ａ を 含 ま な い た め 純 度 が 高 く な る 。 な お 、 非 昇
華 性 不 純 物 は ル ツ ボ ４ 内 に 残 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
昇 華 部 ７ か ら 出 た 有 機 化 合 物 の 昇 華 ガ ス ３ ｂ は 、 透 光 性 基 板 １ ４ に 付 着 す る が 、 透 光 性 基
板 １ ４ は 保 温 手 段 １ ５ ａ に よ っ て 保 温 さ れ て い る た め 、 昇 華 温 度 が 低 い 不 純 物 ３ ｃ は 透 光
性 基 板 １ ４ か ら 再 離 脱 し て チ ラ ー 部 ２ ０ に よ っ て 凝 固 温 度 以 下 に 冷 却 さ れ る た め に 真 空 室
２ の 内 側 ２ ａ に 付 着 す る 。 従 っ て 、 透 光 性 基 板 １ ４ に 形 成 さ れ る 有 機 層 は 、 昇 華 温 度 が 高
い 不 純 物 ３ ａ 及 び 昇 華 温 度 が 低 い 不 純 物 ３ ｃ を 含 ま な い た め 、 純 度 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
以 上 説 明 し た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 昇 華 温 度 が 高 い 不 純 物 ３ ａ が 捕 集 手 段
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１ ２ に よ っ て 捕 集 さ れ 、 且 つ 、 昇 華 温 度 が 低 い 不 純 物 ３ ｃ が チ ラ ー 部 ２ ０ に よ っ て 捕 集 さ
れ る た め 、 透 光 性 基 板 １ ４ に 形 成 さ れ る 有 機 層 の 純 度 が 高 く な り 、 長 時 間 の 発 光 に 伴 う 発
光 輝 度 の 低 下 が 緩 や か な 長 寿 命 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 得 る こ と が で き る 。 な お 、 有 機 層 を 製
膜 す る 方 法 は 蒸 着 法 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば Ｃ Ｖ Ｄ 法 ま た は ス パ ッ タ 法 で あ っ
て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 陽 極 と 少 な く と も １ 層 の 有 機 層 と 陰 極 と を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 基 板 に 形 成 す
る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 有 機 層 の 材 料 で あ る 有 機 化 合 物 を 昇 華 精 製 し
た 後 に 、 前 記 有 機 化 合 物 を 前 記 基 板 に 付 着 さ せ て 前 記 有 機 層 を 形 成 す る 有 機 層 製 膜 工 程 を
含 む も の で あ り 、 純 度 が 高 い 有 機 層 を 有 す る 長 寿 命 な 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 基 板 を 保 持 す る 保 持 部 と 、 有 機 化 合 物 を 昇 華 さ せ る 昇 華 部 と 、 を 有 し 、
前 記 昇 華 部 に よ っ て 昇 華 さ れ た 前 記 有 機 化 合 物 を 前 記 基 板 に 付 着 さ せ 、 有 機 層 を 形 成 す る
有 機 層 製 膜 装 置 で あ っ て 、 前 記 昇 華 部 は 、 前 記 有 機 化 合 物 を 気 化 さ せ る 過 熱 手 段 と 、 気 化
し た 前 記 有 機 化 合 物 の 不 純 物 を 捕 集 す る 捕 集 手 段 と 、 を 有 す る も の で あ り 、 純 度 が 高 い 有
機 層 を 製 膜 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 同 上 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 装 置 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 同 上 実 施 の 形 態 の 蒸 着 装 置 に お け る 蒸 着 室 を 説 明 す る 図 。
【 図 ４ 】 同 上 実 施 の 形 態 の 封 止 装 置 に お け る 封 止 室 を 説 明 す る 図 。
【 符 号 の 説 明 】
３ 　 有 機 化 合 物
６ 　 加 熱 手 段
７ 　 昇 華 部
１ ２ 　 捕 集 手 段
１ ４ 　 透 光 性 基 板 （ 基 板 ）
１ ８ 　 保 持 部
２ ０ 　 チ ラ ー 部 （ 冷 却 手 段 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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